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Ａ
〜
Ｕ
ま
で
の
文
字
を

つ
な
い
で
言
葉
を
つ
く
っ

て
く
だ
さ
い
。ハ
ガ
キ（
題

字
横
に
宛
先
記
載
）
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（mado@

daikyoso.jp

）に
解
答
・
氏

名
・
住
所
・
職
場
名
を
書
い

て
、
８
月
10
日
ま
で
に
大

教
組
情
宣
部
ま
で
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

紙
面
の
感
想
や
職
場
の

で
き
ご
と
、
近
況
な
ど
も

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
10
人
に
大

教
済
の
ク
オ
・
カ
ー
ド
を

進
呈
し
ま
す
。

〈
タ
テ
の
か
ぎ
〉

①
梅
雨
の
季
節
に
よ
く
似

合
う
陸
に
棲
む
巻
貝　

②

世
俗
に
染
ま
る　

③
天
に

任
せ
る　

④
競
技
な
ど
で

参
加
資
格
を
失
う
こ
と　

⑤
強
い
、
か
な
う
相
手
な

し　

⑥
職
権
○
○
○
○　

⑧
「
著
者
」
と
「
作
者
」、

「
確
立
」
と
「
確
定
」　

⑩
家
庭
菜
園
で
使
う
小
さ

い
ス
コ
ッ
プ　

⑬
か
つ
お

節
、
少
し
く
だ
け
て　

⑮

生
徒
は
通
学
、
勤
め
人
は

⑰
で
す
、
ま
す
は
○
○
○

○
語　

⑲
不
養
生
で
笑
わ

れ
る
の
は　

㉑
ア
ル
フ

ァ
、
ベ
ー
タ
、
…　

㉒
世

論
調
査
、
内
閣
○
○
率

〈
ヨ
コ
の
か
ぎ
〉

①
お
伽
草
子
の
後
で
出
た

か
な
主
体
の
近
世
小
説　

⑤
○
○
祭
り
、
○
○
役
場

⑦
着
物
の
丈
が
短
か
す
ぎ

る
こ
と
を
表
す
俗
語　

⑨

付
け
加
え
る　

⑪
胸
の
す

く
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
行

い　

⑫
○
○
満
塁
の
大
ピ

ン
チ　

⑬
武
術
、
芸
能
な

ど
の
き
わ
み　

⑭
緑
を
増

や
す
○
○
○
○
推
進　

⑯

⇔

先
手　

⑱
弘
法
大
師

⑳
栗
の
外
側　

㉒
耐
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
の
過
酷
な
練

習　

㉓
正
し
い
と
信
じ
守

り
続
け
る
考
え　

㉔
た
い

て
い
車
輪
は
２
つ　

㉕
リ

ビ
ン
グ
ル
ー
ム

　

５
月
号
の
正
解
は
「
森

林
浴
心
と
体
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
」。
応
募
は
48
通
、
当

選
者
は
次
の
10
人
で
す
。

平
井
浩
一
（
豊
中
・
東
豊

中
小
）、堀
内
小
夜
子
（
寝

屋
川
・
第
３
中
）、
押
川

久
子
（
東
大
阪
・
岩
田
西

小
）、上
住
富
美
子
（
交
野

・
第
３
中
）、岩
井
能
理
子

（
堺
・
福
泉
上
小
）、
藤

原
直
樹
（
泉
大
津
・
誠
風

中
）、
松
尾
美
恵
子
（
大

阪
市
・
下
福
島
中
）、
村

上
仁
志
（
府
高
・
佐
野
工

科
高
）、
辻
倉
和
裕
（
府

障
・
堺
聾
）、
松
下
正

（
大
私
教
・
英
真
学
園
）

多数のご応募
まっています

す
が
…

　

一
人
で
い
る
方
が
気
楽

で
好
き
！
そ
ん
な
仲
間
の

い
な
い
オ
オ
カ
ミ
の
前
に

あ
る
日
突
然
「
一
緒
に
獲

物
を
探
さ
な
い
か
？
」

と
、
大
き
な
ク
マ
が
現
れ

ま
す
。
一
人
が
い
い
と
思

い
な
が
ら
も
一
緒
に
行
動

す
る
こ
と
に
。
し
か
し
、

ふ
と
考
え
る
と
…
「
ク
マ

っ
て
何
を
食
べ
る
ん
だ
っ

け
？
」
も
し
か
し
た
ら
自

分
が
食
べ
ら
れ
る
の
か
？

と
、
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら

　

お
お
か
み
シ
リ
ー
ズ
第

三
弾
！
今
回
の
お
話
に
出

て
く
る
オ
オ
カ
ミ
は
、
ち

ょ
っ
と
意
地
悪
で
ワ
ガ
マ

マ
な「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
オ
オ
カ
ミ
」

と
い
う
感
じ
だ
っ
た
の
で

友
達
っ
て
い
い
ね
！

カット　荒木　智子（岸和田市立山直北小）

『モモモモ先先生生の
 お話読むよ～♪』

35

シリーズⅣ 山本智子
大東市立
四条北小（ ）

22何森 真人（岸和田市立春木小）

の
行
動
を
オ
オ
カ
ミ
は
自

分
が
食
べ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
一
人
妄
想
！
そ

の
妄
想
が
本
当
に
お
も
し

ろ
い
の
で
す
。
最
後
の
妄

想
の
中
で
、
ク
マ
の
後
ろ

に
隠
し
た
手
の
中
の
も
の

は
…
必
死
に
考
え
て
わ
か

っ
た
答
え
は
、
ハ
チ
の
巣

を
採
る
と
き
に
ハ
チ
に
刺

さ
れ
て
お
尻
が
は
れ
て
い

る
！
と
い
う
も
の
で
し
た

（
笑
）

　

今
ま
で
一
人
が
い
い
と

思
っ
て
い
た
オ
オ
カ
ミ
が

「
友
達
も
い
い
な
ー
」そ
う

感
じ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

が
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
で
わ

か
り
ま
す
。
か
わ
い
い
寝

顔
の
オ
オ
カ
ミ
の
そ
ば

に
、
自
分
で
描
い
た
ク
マ

の
絵
が
飾
っ
て
あ
る
の
で

コマ・マコ・コマのコマ・マコ・コマの
 つくりかた つくりかた

「オオカミのともだち」
作　きむら　ゆういち
絵　田島　征三 偕成社発行

出題　樽谷　利浩さん　

☆
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で

「
絵
本
『
オ
オ
カ
ミ
の
と

も
だ
ち
』
希
望
」
と
書
い

て
８
月
10
日
ま
で
に
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
絵
本

「
き
ょ
う
は
な
ん
て
う
ん

が
い
い
ん
だ
ろ
う
」
は
吉

村
か
お
る
さ
ん
（
岸
和
田

・
新
条
小
）
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

す
。
子
ど
も
た
ち
に
「
友

達
っ
て
い
い
ね
！
」
本
を

読
む
だ
け
で
教
え
て
あ
げ

ら
れ
る
ス
テ
キ
な
絵
本
で

す
。
他
に
も
「
オ
オ
カ
ミ

の
ご
ち
そ
う
」「
オ
オ
カ

ミ
の
王
様
」「
オ
オ
カ
ミ

の
秘
密
」
と
、
木
村
裕
一

さ
ん
と
田
島
征
三
さ
ん
の

シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

⒫東京での教員生活を早めに終わらせ、郷里に帰
ってきました。東京では新採の時から都教組。新
しい職場で最初に声をかけてくださったのが組合
の方で、何と教育実習でお世話になった学校に当
時（30年前）いらした方でビックリでした。組合は
心強いです。（高槻・竹の内小　飯田乃里）⒫今

年も若い人が４人来て、職場の４割は20代です。団塊の世代の二の舞
にならないように、色々な年代の人がいる職場にして欲しいなと思い
ます。（門真・上野口小　草地美代子）⒫職場に若い先生がふえ、連
日教育活動にがんばっています。しかし忙しすぎて生活にゆとりがな
い、こんな状態が長く続くと若い芽をつぶしてしまいそうで心配で
す。（八尾・龍華中　木村栄一）⒫「絵本」「先輩のアイデア」のコー
ナーも大好きです。使えるものは、切り取ってファイルしています。
（岸和田・朝陽小　佐藤智子）⒫歓送迎会の後、カラオケにいきまし
た。若者たちの歌う歌についていけませんでした。演歌育ちの私は、
若者のノリにビックリしました。でも、画面に映された歌詞を読んで
いると「なるほど～」演歌の「別れ」の雰囲気より前向きだなあ、と
妙に納得しました。（泉大津・楠小　大岡寛）⒫今年初めての支援学
級にドキドキワクワクの毎日です。（堺・鳳小　矢木麻見）

大教組2010年夏期学校大教組2010年夏期学校
８月17日（火） 13:30～(受付13:00)

主催／「みんなで21世紀の未来を開く教育のつどい」実行委員会・現地実行委員会

教育研究全国集会2010 in 和歌山
みんなで21世紀の未来をひらく教育のつどい

8月20日㈮ 教育フォーラム
和歌山県民文化会館大ホール

落合 恵子さん（作家）

＊大阪からも31人のレポーターが報告します

全体会全体会

い
る
オ
オ
カ
ミ
。
な

ん
と
か
ク
マ
か
ら
離

れ
よ
う
と
し
ま
す

が
、
な
か
な
か
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。
一

方
気
の
優
し
い
ク
マ

は
、
ハ
チ
の
巣
を
半

分
分
け
て
く
れ
た

り
、
崖
か
ら
落
ち
そ

う
に
な
っ
た
オ
オ
カ

ミ
を
助
け
て
く
れ
た

り
し
ま
す
。が
、そ
ん

な
ク
マ
の
一
つ
一
つ
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ホテルアウィーナ大阪４Ｆ「金剛」
共通講座Ⅰ「どうする？学力と生きる力－新自由主義の人間観にたちむかう－」

梅原　利夫さん（和光大学教授）

８月18日（水） 10:00～(受付9:30)
大阪府教育会館８Ｆ「たかつ」
共通講座Ⅱ「参議院選挙後の情勢と民主党の地域主権」

渡辺　治さん（一橋大学名誉教授）
選択講座Ⅰ～Ⅶ　参加費500円（案内チラシ参照）

8月21日㈯～22日㈰ 教科別・課題別分科会

「いのちの感受性－あなたへのメッセージ」

和歌山市と周辺市　参加費1000円


